
 

 

 

 

 

 

 

 

運動会の日の朝 

副校長 保科 桂子  

 

やっと「さわやかな秋の風」と言えるような気候になりました。そのくらい、今年は暑さが

長く残り、運動会練習に励む子どもたちにとっては暑さとの闘いでもありました。しかし、台

風 15 号や 19 号によって引き起こされた災害はあまりにも甚大でした。犠牲になった多くの方

のご冥福をお祈りいたします。また、いまだにご苦労の多い生活を過ごされている方も多数い

らっしゃることに、心よりお見舞い申し上げます。  

雨の多い 10 月でした。運動会も当初予定していた 19 日が雨の予報だったため、20 日（日）

に延期しました。18 日（金）の前日準備の時間は降っていなかったので、校庭の準備も進める

ことができましたが、夜の雨に備えてすべての準備を終えることはできませんでした。そんな

20 日（日）運動会の朝の出来事です。  

  出勤のため、鶴見駅の改札口を抜けてバスに乗ろうと向かっていた時です。部活動の試合

にいくところでしょうか、寺尾中学校のジャージを着た生徒さんたちが、駅の通路で待ち合わ

せをしているようでした。私も旭小学校に勤めて 4 年目にもなるので、「卒業生かな、知って

いるお子さんかな」と思いながら、その脇を通り過ぎていました。「副校長先生だ！」と、そ

のうちの一人が気づいて、声をかけてくれました。私も、「部活？がんばってね。私も、運動

会、がんばるよ！」と声をかけることができました。朝の一瞬の出来事でしたが、これから年

に一度の学校最大の行事に向かう私の心には、とても勇気づけられる卒業生の笑顔でした。  

一瞬ではあるものの、挨拶や笑顔には大きな力があります。コミュニケーションのはじめの

一歩です。漢字字典を調べると、「挨拶」の「挨」には「おす。ひらく。せまる。」の意味があ

ります。「拶」には「せまる。すり寄る。近寄る。」の意味があります。「自分から心を開いて

近寄っていく」という、自分から行動を起こす姿が、漢字の意味からも伝わってきます。  

 「あいさつ 4 か条」なるものを見つけました。あ…明るく、い…いつでも誰にでも、さ…先

に、つ…つづける だそうです。「あいさつをするときもちがいい」「あいさつをするとなかよ

くなれる」そんな体験の積み重ねが、習慣化の第一歩になるでしょう。その土台になるのは、

「あいさつをされてうれしかった」経験に他なりません。私も、卒業生からの「声をかけても

らってうれしかった」経験を糧に、子どもたちの笑顔の土台作りを心掛けていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈生活目標〉進んで仕事をしよう      

〈給食目標〉係や当番に進んで協力しよう  

〈清掃目標〉昇降口、渡り廊下をきれいにしよう 

〈保健目標〉安全な遊びや運動をしよう  

11 月の 
取組目標 


